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ごあいさつ
カイシンエレクトロニクス㈱は親会社カイシン工業㈱を中心としたカイシングループに所属
しています。⻑野の北、善光寺平に位置し、東に志賀⾼原、⻄に北信五岳を臨む、恵まれた
環境の中で「ものづくり」に邁進しております。

「アイデアを実現」のため、海外工場と共に “無限の可能性”に挑戦し続けております。
“出会いを大切にして日々改め進む”という社名の由来より人間尊重を旗印に弾力性のある、
若さ溢れる、はつらつとした会社を目指しております。
 

経営理念
カイシングループは、板金加工で培った永年の経験と設計・開発並びに精密加工・組立技

1.ものづくりで社会に貢献いたします。

2.地球環境に配慮した省エネ/⻑寿命製品を提供します。

3.人を大切にし、地域社会に貢献する企業を目指します。

１． 事業の概要 
（１） 組織名及び代表者名 

（２） 事業所及び所在地 

            松川工場        〒382-0071  須坂市大字小河原字松川 3954-33
            豊野工場           〒389-1104  ⻑野市豊野町浅野 1834-2

術を糧に無限の可能性に挑戦し、お客様の「アイデアを実現」する提案型企業を目指します。

カイシングループは1974年創業以来「お客様第一」を掲げて、急速に変化するニーズに答え

         カイシンエレクトロニクス株式会社  
代表取締役   堀   豊

            本社・工場    〒381-0008   ⻑野市大字下駒沢720-53
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⾧野工場（⾧野市北部工業団地）の付近図

（３）環境保全関係の責任者及び担当者連絡先 

           環境管理責任者                      丸山 光昭 

           担当者連絡先 （エコアクション事務局⾧）    棚橋  勝美

 （エコアクション事務局）     北條 正一

   電話 026-295-0666   FAX 026-295-0674 

   E-mail：soumu-kec@kaisin-g.jp 

   URL：http://kaisin-e.com/

                       

（４）事業の内容

           電子機械部品の製造、組立（電子部品加工・検査、プリント基板加工、筐体製品の

           組立・配線・検査・試験）

（５）事業の規模 

           ② 建物総面積  本社工場  4,958㎡   松川工場  3,691㎡  豊野工場  2,941㎡ 

           ③ 従業員数      230名 

２． 認証・登録範囲、環境レポートの対象期間及び発行日

（１）認証・登録範囲     

           電子機械部品の製造、組立（電子部品加工・検査、プリント基板加工、筐体製品の

           組立・配線・検査・試験） 

           ① 売上高（2022年度）  2,228百万円 
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４．日常業務や社内外教育などを通じて環境保全に対する社員の理解と意識の向上を図
    ります。  

カイシンエレクトロニクス株式会社 
     代表取締役  堀     豊  

2021年11⽉1日

３． 環境方針 

  当社は、⻑野県の北部地区に位置し、周りを山々に囲まれた⾃然環境にあります。 
美しく豊かな⾃然を子供たちの世代に引き継ぐため「人と環境が調和した未来に 貢献す
る」を基本理念として、あらゆる生産活動において環境の保全及び向上に努め、地域か
ら地球規模に至る地球環境に配慮して行動します。 

 共生社会の実現に向け環境保護団体への寄付、ボランティア活動への参加等環境保全

３．持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現のため、環境に関する法規制及びその他の
    同意する要求事項を遵守し、周辺地域の環境美化への貢献に取り組みます。

    を推進するとともに継続的な改善を図ります。 
１．エコアクション21に準拠した環境マネジメントシステムにより、環境マネジメント

２．当社の活動、製品、サービスに関わる環境側面に留意し、原材料・部材の調達から
    生産、物流に至る事業活動によって発生する環境負荷を低減するよう、消費エネル
    ギーの削減、廃棄物削減、有害化学物質削減、生物多様性の保全と持続可能な⾃然

    活動を推進します。 
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４．環境目標と実績
（１）年度別目標及び実績・評価

2019年

実績

二酸化炭素排出量 目標数値 1,281.13 1,277.27 1,272.13

2019年度実績 -1.0％ 目標対‘19年度 -0.3% -0.6% -1.0%

 ㎏-CO2/百万円※1 実績 1,284.98 1,278.48 1,390.53 1,281.14

評価 〇 × ×

水道水使用量 目標数値 2.17 2.16 2.15

2019年度実績 -1.0％ 目標対‘19年度 -0.3% -0.6% -1.0%

㎥/百万円 実績 2.18 2.23 2.23 2.48

評価 × × ×

産業廃棄物排出量 目標数値 64.81 64.61 64.36

2019年度実績 -1.0％ 目標対‘19年度 -0.3% -0.6% -1.0%

Kg/百万円 実績 65.01 69.13 58.67 53.27

評価 × ○ ○

目標 26 17 15

実績 24 17 15

評価 〇 ○ ○

目標不良率 1.10% 0.60% 0.40%

実績 0.67% 0.44% 0.43%

評価 〇 ○ ×

豊野工場目標 目標数値 96.50% 97.0% 97.5%

直行率向上 実績数値 96.82% 97.5% 97.9%

評価 〇 ○ ○

環境美化ボランティア 5月/10月 5月/10月 5月/10月
実施 実施 実施

　工場周辺清掃 〇 ○ ○

目標対‘19年度 ﾌﾟﾗｽ1品目 ﾌﾟﾗｽ2品目 ﾌﾟﾗｽ2品目

目標数値 30品目 31品目 31品目

実績 29品目 30品目 30品目 30品目

評価 〇 × ×

目標対‘19年度 -5% -10% -15%

目標数値 120 113 107

実績 126 198 126 72

評価 × × ○

※1 CO2排出量における電力の換算係数は中部電力ミライズ㈱0.431kg-CO2/kwh使用
※2 品質目標 

                           2021年度 不具合流出件数の削減を24件→17件（3割減）とする。
   豊野工場 直行率 2020年10⽉〜0.5％上乗せの目標とした。
   松川工場 求償金額：⽉毎の売上⾼に対して0.4％以内

          本社工場  2020年度 ネジの不具合件数を0.1％の目標とした。

2022年

グリーン商品購入推進

化学物質の購入量削減
ℓ(単位)

2021年

２回/年

求償金額削減
（不良請求額削減）

品質目標※2

中期目標 項目

松川工場目標

本社工場目標
流出不良件数削減

2020年
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（2）環境負荷・実績

kWh 3,172,946 3,372,355 2,446,460 72.5%

kg-CO2 1,367,540 1,453,485 1,054,424 72.5%

原単位 1,167.64 1,276.61 1,127.69 88.3%

LPガス使用量 ㎥ 13,039 12,482 23,241 186.2%

灯油使用量 ℓ 3,805 3,424 2,125 62.1%

ガソリン使用量 ℓ 14,712 13,142 13,271 101.0%

軽油使用量 ℓ 17,923 20,206 14,330 70.9%

化石燃料 kg-CO2 129,817 129,696 142,777 110.1%

kg-CO2 1,497,356 1,583,181 1,197,201 75.6%

原単位 1,278.48 1,390.53 1,280.35 92.1%

㎥ 2,751 2,619 2,317 88.5%

原単位 2.35 2.30 2.48 107.7%

㎏ 80,964 66,798 49,808 74.6%

原単位 69.13 58.67 53.27 90.8%

ℓ 198 180 72 40.0%

原単位 0.17 0.16 0.08 48.7%

（１）二酸化炭素排出量の削減について

【2022年 主な活動内容】

  全社

  極端な過負荷を減少させることに努めた。

 ・松川工場に於いては、機械のアイドリングを無くし電源停止に努めた。

2022年実績

 ・温度管理が必要な工場内は、できる限り上限値で管理するよう努めた。

電気使用量

項目 単位 2020年実績

 ・空調設備については、一部を常時稼働し室内温度の極端な上昇、下降を防ぐことで

2021年実績 前年比

５．環境活動内容と評価

化学物質購入量

 産業廃棄物排出量

水道水使用量

 二酸化炭素排出量
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【工場別目標対比】

（２）水道使用量の削減について
【2022年 主な活動内容】

 ・機械稼働率により、加湿器の稼働調整。(継続)

（豊野工場） 目標達成。目標値138.03㎏-CO2/百万 ⇒ 実績136.94㎏-CO2/百万

（松川工場） 目標未達成。目標値946.72㎏-CO2/百万 ⇒ 実績974.29㎏-CO2/百万
  電力消費量は昨年対比68.9％と減少、二酸化炭素排出量削減の一因となった。
  生産量が減少したため、機械の稼働率が下がり電力消費量が減少したが、目標達成には
  至らなかった。

  ガス使用量が2018年度比226.7％と増加したが、二酸化炭素排出量の大半を占める電力

  【全 社】

 ・使用量の変動確認による漏水有無のチェック。

 ・加湿器に使用する水は純水使用から水道水使用に変更

 ・松川工場以外は、生活水のため無駄な流水が無い様掲示物にて削減を促進した。

  電気使用量が基準度年対比101.7％と増加したが、ガソリン・灯油の使用量が減少した。
  WEB会議等でお客様への車輛での訪問が減少したこと。

  使用量が2018年度比99.7％と変わらず、原単位での目標値は達成となった。

  灯油に関しては補助暖房としての使用であり、適切な温度管理(20度）に努めた。

【二酸化炭素排出量削減評価】
  目標未達
 （目標値 1,272.13㎏-CO2/百万 ⇒ 実績 1,281.14㎏-CO2/百万）

（本社工場） 目標達成。目標値187.38㎏-CO2/百万 ⇒ 実績169.91㎏-CO2/百万

  数値的には未達となったが、ほぼ目標どおり
  松川工場での未達で目標値を下回ることができなかった。
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【工場別目標対比】

【水道水削減評価】

基本生活用水  目標値 0.62㎥/百万円 → 実績 0.51㎥/百万円

基本生活用水  目標値 0.57㎥/百万円 → 実績 0.54㎥/百万円

  目標未達成 
  （目標値 2.15㎥/百万 ⇒ 実績 2.48㎥/百万）

（豊野工場）

（松川工場） 目標値 0.96㎥/百万円 → 実績 1.43㎥/百万円

（本社工場）

  目標は達成された。 節水についての意識づけが定着してきたと考える。

  目標は達成された。節水についての意識づけが定着してきたと考える。

  今後は、純水に精製せずに使用可能か検証していく。

  使用量の80％が加湿器によるもので、純水に精製するため加湿器の使用中は水の使用が
  停止しない。また、湿度管理が強化され10％UPとなり目標達成に至らなかった。

  主因は、松川工場での使用量が減少できなかったことによる。

  目標は未達であった。
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（３）産業廃棄物削減
【2022年 主な活動内容】

【⽉別目標対比】

目標値 10.74㎏/百万円 → 実績 6.41㎏/百万円

目標値 27.13㎏/百万円 → 実績 15.65㎏/百万円

目標値 32.08㎏/百万円 → 実績 31.21㎏/百万円

  4⽉以降、産業廃棄物は客先への返却とし、約15％の削減効果であった。
  その為、排出量は2018年度比69.5％に抑えられ目標達成となった。

  産廃の90％を占めるベーク板使用が昨年34.84㌧→23.37㌧（67％）と削減された。
  目標達成。

 【全  社】
 ・古紙、雑誌類等のリサイクル化
 ・梱包資材・緩衝材等のリサイクル化
 ・木パレの返却推進及びリサイクル化

【廃棄物削減評価】
 目標達成
 （目標値 64.35㎥/百万 ⇒ 実績 53.27㎥/百万）

  （豊野工場）

  （松川工場）

  （本社工場）

  一昨年から部品の緩衝材や梱包が、単体の梱包から集合梱包に変わってきた。

  目標達成となった。木パレのリターン使用により産廃としての残パレットが減少した。

  主因はお客様支給品についてはお客様へ返却し⾃社廃棄を減少させたため。
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本社 松川 豊野

環境基本法 ○ ○ ○

循環型社会形成推進基本法 ○ ○ ○

廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃掃法） ○ ○ ○

騒音規制法 ○ ○ ○

振動規制法 ○ ○ ○

下水道法 ○ ○ ○

地球温暖化対策の推進に関する法律 ○ ○ ○

資源の有効な利用の促進に関する法律　 ○ ○ ○

家電リサイクル法 ○ ○ ○

建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律 ○ ○ ○

フロン排出抑制法 ○ ○ ○

特定物質の規制によるオゾン層の保護に関する法律 ○ ○ ○

使用済自動車の再資源化等に関する法律　　 ○ ○ ○

環境の保全のための意欲の増進及び環境教育の推進に関する法律 ○ ○ ○

労働安全衛生法 ○ ○ ○

消防法 ○ ○ ○

特定化学物質の環境への排出量の把握及び管理の改善の促進に関する法律（化管法） △ △ △

工場立地法 － － －

エネルギーの使用の合理化に関する法律 ○ ○ ○

ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法 － － －

電気事業法　電気関係報告規則 ○ － －

容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進に関する法律 － － －

長野市環境基本条例 ○ － ○

長野市公害防止条例 ○ － ○

長野市廃棄物の処理及び清掃に関する条例 ○ － ○

長野市下水道条例 ○ － ○

長野市建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律施行細則 ○ － ○

須坂市環境基本条例 － ○ －

須坂市公害防止条例 － ○ －

須坂市廃棄物の処理及び再利用等に関する条例 － ○ －

須坂市下水道条例 － ○ －

長野県地球温暖化対策条例 ○ ○ ○

(長野県)廃棄物の適正な処理の確保に関する条例 － ○ －

協定等のその他の規制はない。 － － －その他
の規制

当社に適用される環境関連法令

（「○」は適用（将来適用の可能性を含む。）
「△」は適用（特定排出者・届出等の法規制）されないが、把握・管理をする。　「－」は適用されない）

法令等の名称
工場

法令
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（４） 環境美化ボランティア
【2022年 主な活動内容】
 全社
 ・工場周辺清掃全員参加を目標に実施

【環境美化ボランティア評価】

【松川工場周辺】

（５）品質向上

 ・工場周辺のゴミ拾いは年2回実施。
       この他工場周辺の草刈りを随時実施し環境美化に努めた。

【2022年 主な活動内容および評価】
 （全 社）
   不良率の低減により、不良ロス０（ｾﾞﾛ）を目指す。

   重要ポイントについては、写真を多用し解りやすいものとした。
   製造不良の減少を図ることで、流出不良削減に努めた。

   

 （本社工場）

   チェックシート、手順書を充実させチェック項目の見える化を推進した。
   実績 流出不良件数 15件/年 目標達成
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（６）グリーン購入の推進
【2022年 主な活動内容】

（７）化学物質の購入量削減
【化学物質の購入量削減評価】

【グリーン購入評価】
 ・本社工場に於いてグリーン購入法適合商品のエアーコンプレッサー入替。

エコ商品、環境に配慮した製品の購入PRを各部署へ行った。

減少したが、目標達成には至らなかった。

 ・化学物質のエタノール購入量の削減   目標  107ℓ  ⇒ 実績 72ℓ

 ・グリーン購入法適合商品の購入推進（主に事務用品）

 ・目標達成
 ・価格との関係もあり過剰購入もあったが、必要最小限となるよう努めた。

  （豊野工場）
  直行率97.0％以上  目標達成(平均97.45％)

ミクロン加工のため、位置決めの精度や僅かな切粉も影響するため加工品セット

豊野工場での不具合原因はコネクタの浮き、メモリー外れ。
セル生産での組立のため、作業者⾃身のスキルアップが重要であった。

  （松川工場）
  2022年度の売上⾼0.4％以内 実績0.43％ 目標未達成

松川工場での不具合は穴ズレが70％を占めた。

不具合項目に関しては作業者間での情報共有と作業指導の強化を図った。

時の確認が重要であった。位置決めブッシュの交換頻度を増加させ加工不良は
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【グリーン購入推進】
・グリーン購入適用事務用品の推進継続

省エネルギーラベル 統⼀省エネラベル 簡易版統⼀省エネラベル

7． 環境法令の遵守状況確認及び評価結果並びに違反、訴訟等の有無
（１）適用となる環境関連法規（別紙１の通り）

（２）今年度の違反、寄せられた苦情、訴訟等の有無     

8． 代表者による全体の見直しと評価

     掲げているようにお客様の満足が得られるよう分析や対策を確実に実施していく。
     次年度から⻑野北工場を加えて全組織で活動を進めていく。

  【新しい取り組み】

 グリーン商品専用カタログ再作成し各部署に配布 購入促進の推奨
 ネット購入時、適合商品か検索確認の推奨
 適合外商品は代替品の調査及び情報提供

     達成出来なかった原因を追究して次年度に繋げるようにする。
   廃棄物排出量は目標達成したが、昨年に引き続きCO2排出量と水道水使用量が目標未達。

   当社に適用される環境関連法令を調査し環境法規制等管理規定としてまとめ、遵守す
   べき規制事項の点検の結果、違反となる項目、行為は無かった。
   空調機点検においては、冷媒液漏洩は確認されなかった。

   関係機関及び近隣住⺠からの指摘、苦情は、0件であった。 

・各設備機器購入時は、APFの確認、グリーン購入法適合製品の選定

   各工場毎に立地条件や生産品が異なるため、各工場に則したBCPマニュアルの
   策定及び実施を推進する。
   SDGS等を鑑み、より幅広くエコアクション活動を推進していく。

   品質について品質方針『より⾼い品質でお客様の信頼を得よう』や『お客様第一主義』を
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６． 2023年度の取組について
(/百万)

2022年
実績

980.90

977.96
-0.3%

2022年
実績

2.019

2.013
-0.3%

2022年
実績

44.30

44.17
-0.3%

【品質向上】
本社工場（不具合流出防止）17件→15件（1割削減）
継続項目

豊野工場（直行率97％維持）
継続項目

産業廃棄物排出量
㎏/百万円 ※

・木パレ類は残材（廃棄物）として残らないよう
 リターン運用を強化していく。

2023年
目標

・お客様との連携で梱包方法等を検討し
 産廃の削減、リサイクル化の継続を行う。

二酸化炭素排出量
㎏-CO2/百万円

・生産量に合った効率的な機械稼働を行い
 停止機械はアイドリング稼働を停止させる。

水道使用量
㎥/百万円

・加湿器に使用する水は純水使用から
 水道水使用に変更

2023年
目標

・節水PRの継続

2023年
目標

・夏期冬期に於いて、空調負荷を低減するよう
 温度管理の徹底を実施する。

・ﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末を使用しての品質チェックを拡大し、チェック漏れが無い様強化を図る。

 ※豊野工場除く（産業廃棄物は前年途中から客先での回収の為）

・不具合事項については、見える化を推進し再発防止を図る。

・不具合発生時には関係者での要因分析を行い内容の明確化と共有化を図る。
・各工程間での品質ミーティングを継続実施（週1回）

・不具合内容については、対策及び作業指導をタイムリーに実施し作業レベルの向上に努める。

・基板とベーク板を固定するピンを使用しての穴ズレ対策の継続。
・穴ズレ対策として製品を押さえるブッシュが摩耗する為、2週間毎に交換継続。

・ﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末を使用しての品質チェックの導入検討。

松川工場（求償額削減 2023年度売上⾼の0.4％以内）

⻑野北工場（不具合流出防止）5件以内

・不具合内容により設計改善依頼書の発行を行い標準化を行う。
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  担当業務

　財務・経理、

　 　   総務、労務

　筐体製品の組立・配線

　検査・試験

　資材、品質管理

　筐体製品の組立・配線

　検査・試験

　資材、品質管理

　PC組立、試験

　PC再生・修理

　プリント基板加工

　ドリル研磨

　生産技術、ISO9001事務局

　提案推進委員会事務局

　エコアクション21の推進及び統括

　内部環境監査

当社の環境マネジメント組織

総務課

 

代
表
取
締
役

環
境
管
理
責
任
者

豊野事業所

総
務
部

P
C
事
業
部

 

第一製造部

ア
セ
ン
ブ
リ
事
業
部

 

第二製造部

 

内部環境監査員

P
L
P
事
業
部

第五製作課

 

第八製作課

 

品質・技術課

 

エコアクション事務局
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8:35
↓

8:55
↓

9:45

評価

BCP  豊野工場の取組

 2019年 台風19号の水害に見舞われた豊野工場においては、BCPマニュアル
に沿って事業継続可能な手段として、対応訓練を毎年継続しています。

破損したパレットは移動時危険な為、使用せず廃棄する。
作業効率を上げる為、1Fエレベーター前増員する。
完成品の作業漏れあり（キャンセル品等） 次回は全数作業する事。

受入倉庫からの指示が的確で、元に戻す作業もスムーズにできた。

電子部品の塊でもあるPC製造を行っている豊野工場では、⾼額部品を被害から
遠ざけることが課題となっています。

① ⾼額部品を中心に2階への搬送移動を実施

⾼額部品ラック移動開始
（EV1往復 4ʼ15”）

１F EVへ集約 ２Fへの移動開始

目標移動代車 異動完了（完成品108台含む）
（移動所要時間 70分）

訓練を繰り返す毎にスピーディーになってきている。
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